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連
合
国
占
領
軍
総
司
令
部
公
衆
衛
生
福
祉
部

Ｓ
函
Ｃ
あ
の
ン
勺
弔
国
薑
が
、
占
領
期
の
保
健
医
療
改
革
に
大

き
く
関
与
し
た
が
、
彼
ら
の
関
心
事
の
一
つ
に
、
コ
レ
ラ
や
赤

痢
、
チ
フ
ス
な
ど
急
性
感
染
症
の
流
行
を
食
い
止
め
る
た
め
の

防
疫
活
動
が
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
、
厚
生
省
に

対
し
て
提
出
さ
れ
た
「
公
衆
衛
生
対
策
に
関
す
る
覚
書

あ
の
ン
国
ｚ
‐
畠
）
」
に
は
、
厚
生
省
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
提
出
す

べ
き
情
報
に
つ
い
て
の
指
令
、
及
び
緊
急
に
と
る
べ
き
施
策
に

つ
い
て
の
指
示
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
疾
病
蔓
延
状

況
の
調
査
や
各
府
県
毎
の
伝
染
病
の
報
告
を
指
令
し
た
。
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占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生
推

移
（
一
九
四
六
年
’
一
九
四
八
年
）
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天
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学
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学
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鋤
西
南
女
学
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学
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わ
れ
わ
れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
に
存
在
す
る

葛
①
島
々
画
邑
里
ヨ
か
ら
、
急
性
感
染
症
に
関
す
る
史
料
を
選
出

し
、
そ
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ

ュ
か
ら
コ
ピ
ー
と
し
て
文
書
を
焼
き
付
け
、
そ
の
文
言
を
電
子

フ
ァ
イ
ル
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
既
に
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
が
完
了
し
て
い
る

終
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
デ
ー
タ
か

ら
、
当
時
の
急
性
感
染
症
発
生
の
推
移
を
地
域
別
に
把
握
し
、

そ
の
広
が
り
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
占
領
期
の
各

種
感
染
症
に
関
す
る
系
統
だ
っ
た
報
告
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未

知
な
る
部
分
が
多
い
。
当
時
の
統
計
報
告
を
丁
寧
に
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
占
領
期
の
感
染
症
対
策
の
実
態
を
解
明
す
る

た
め
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

報
告
さ
れ
た
疾
患
は
、
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
、
「
赤
痢
」
、
「
腸
チ
フ

ス
」
、
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
、
「
天
然
痘
」
、
「
発
疹
チ
フ
ス
」
、
「
マ
ラ

リ
ア
」
、
「
コ
レ
ラ
」
、
「
猩
紅
熱
」
、
「
流
行
性
髄
膜
炎
」
、
「
日
本

脳
炎
」
の
全
十
一
種
類
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
別
・

月
別
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
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全
国
に
お
け
る
罹
患
率
の
推
移
を
見
る
と
、
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
、

「
赤
痢
」
、
「
腸
チ
フ
ス
」
、
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
、
「
マ
ラ
リ
ア
」
で
は

経
年
的
に
減
少
し
て
お
り
、
季
節
性
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
「
天

然
痘
」
、
「
発
疹
チ
フ
ス
」
、
「
コ
レ
ラ
」
は
一
九
四
六
年
に
、
「
日

本
脳
炎
」
は
一
九
四
八
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
散
発
的
な
流
行
が
見

ら
れ
た
。

「
マ
ラ
リ
ア
」
、
「
コ
レ
ラ
」
、
「
日
本
脳
炎
」
以
外
の
八
種
は
、

当
初
か
ら
都
道
府
県
別
統
計
が
記
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
三
つ

の
疾
患
に
つ
い
て
は
一
九
四
六
年
六
月
よ
り
記
載
に
加
え
ら
れ

た
。
こ
の
う
ち
「
マ
ラ
リ
ア
」
の
発
生
推
移
を
見
る
と
、
一
九

四
六
年
の
夏
に
は
、
四
国
・
九
州
地
方
で
罹
患
率
が
特
に
高
い

が
、
感
染
の
広
が
り
は
全
国
的
な
規
模
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

マ
ラ
リ
ア
流
行
地
域
か
ら
の
引
揚
者
が
国
内
を
移
動
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
七

年
、
一
九
四
八
年
と
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
各
都
道
府
県
の
罹

患
率
は
確
実
に
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
滋
賀
県
の
み
罹
患

率
は
下
が
ら
ず
、
む
し
ろ
増
加
を
示
し
て
い
る
。
マ
ラ
リ
ア
を

媒
介
す
る
シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
が
琵
琶
湖
沿
岸
で
多
く
生
息
し
た

こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

戦
争
や
貧
困
、
飢
餓
な
ど
社
会
的
悪
条
件
下
で
流
行
す
る
と

さ
れ
る
「
発
疹
チ
フ
ス
」
は
、
一
九
四
六
年
の
三
月
、
四
月
に

高
い
罹
患
率
を
示
し
て
い
る
。
四
月
に
は
東
京
都
で
罹
患
率
が

特
に
高
く
、
兵
庫
県
、
大
阪
府
と
続
く
。
人
口
が
密
集
し
不
衛

生
な
状
態
に
あ
っ
た
都
市
部
で
感
染
者
が
多
数
発
生
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

「
腸
チ
フ
ス
」
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
罹
患
率
が
高
い
。
一

九
四
六
年
の
夏
に
は
全
国
的
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
一

九
四
七
年
の
夏
に
は
特
に
中
部
地
方
南
部
か
ら
近
畿
地
方
に
か

け
て
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
年
間
を
通
じ
、
他
の
地
域
に

比
べ
て
九
州
地
方
の
罹
患
率
が
低
い
・

終
戦
直
後
の
各
疾
患
に
お
け
る
流
行
の
特
徴
は
、
「
人
」
、
「
時

間
」
、
「
場
所
」
を
総
合
的
に
捉
え
な
が
ら
、
当
時
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
散

布
に
よ
る
媒
介
昆
虫
の
駆
除
活
動
や
予
防
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

そ
の
他
各
種
の
衛
生
環
境
改
善
の
取
り
組
み
に
配
慮
し
つ
つ
考

察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
疾
患
毎
の
発
生
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。


